
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
切
な
今
よ 

か
け
が
え
の
な
い
今
よ 

 

私
の
生
き
る
、
こ
の
今
よ
。 

 

七
十
三
年
前
、 

私
の
愛
す
る
島
が
、
死
の
島
と
化
し
た
あ
の
日
。 

小
鳥
の
さ
え
ず
り
は
、
恐
怖
の
悲
鳴
と
変
わ
っ

た
。 

優
し
く
響
く
三
線
は
、
爆
撃
の
轟
に
消
え
た
。 

青
く
広
が
る
大
空
は
、
鉄
の
雨
に
見
え
な
く
な
っ

た
。 

草
の
匂
い
は
死
臭
で
濁
り
、 

光
り
輝
い
て
い
た
海
の
水
面
は
、 

戦
艦
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。 

火
炎
放
射
器
か
ら
吹
き
出
す
炎
、
幼
子
の
泣
き

声
、 

燃
え
つ
く
さ
れ
た
民
家
、
火
薬
の
匂
い
。 

着
弾
に
揺
れ
る
大
地
。
血
に
染
ま
っ
た
海
。 

魑
魅
魍
魎
の
如
く
、
姿
を
変
え
た
人
々
。 

阿
鼻
叫
喚
の
壮
絶
な
戦
の
記
憶
。 

 

み
ん
な
、
生
き
て
い
た
の
だ
。 

私
と
何
も
変
わ
ら
な
い
、 

懸
命
に
生
き
る
命
だ
っ
た
の
だ
。 

彼
ら
の
人
生
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
を
。 

疑
う
こ
と
な
く
、
思
い
描
い
て
い
た
ん
だ
。 

家
族
が
い
て
、
仲
間
が
い
て
、
恋
人
が
い
た
。 

仕
事
が
あ
っ
た
。
生
き
が
い
が
あ
っ
た
。 

日
々
の
小
さ
な
幸
せ
を
喜
ん
だ
。
手
を
と
り
合
っ

て
生
き
て
き
た
、
私
と
同
じ
、
人
間
だ
っ
た
。 

そ
れ
な
の
に
。 

壊
さ
れ
て
、
奪
わ
れ
た
。 

生
き
た
時
代
が
違
う
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
。 

無
辜
の
命
を
。
あ
た
り
前
に
生
き
て
い
た
、
あ
の

日
々
を
。 

戦
力
と
い
う
愚
か
な
力
を
持
つ
こ
と
で
、
得
ら
れ
る

平
和
な
ど
、
本
当
は
無
い
こ
と
を
。 

平
和
と
は
、
あ
た
り
前
に
生
き
る
こ
と
。 

そ
の
命
を
精
一
杯
輝
か
せ
て
生
き
る
こ
と
だ
と
い

う
こ
と
を
。 

 

私
は
、
今
を
生
き
て
い
る
。 

み
ん
な
と
一
緒
に
。 

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
く
。 

一
日
一
日
を
大
切
に
。 

平
和
を
想
っ
て
。
平
和
を
祈
っ
て
。 

な
ぜ
な
ら
、
未
来
は
、 

こ
の
瞬
間
の
延
長
線
上
に
あ
る
か
ら
だ
。 

つ
ま
り
、
未
来
は
、
今
な
ん
だ
。 

 

大
好
き
な
、
私
の
島
。 

誇
り
高
き
、
み
ん
な
の
島
。 

そ
し
て
、
こ
の
島
に
生
き
る
、
す
べ
て
の
命
。 

私
と
共
に
今
を
生
き
る
、
私
の
友
。
私
の
家
族
。 

こ
れ
か
ら
も
、
共
に
生
き
て
ゆ
こ
う
。 

こ
の
青
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
故
郷
か
ら
。 

真
の
平
和
を
発
進
し
よ
う
。 

一
人
一
人
が
立
ち
上
が
っ
て
、 

み
ん
な
で
未
来
を
歩
ん
で
い
こ
う
。 

 

摩
文
仁
の
丘
の
風
に
吹
か
れ
、 

私
の
命
が
鳴
っ
て
い
る
。 

過
去
と
現
在
、
未
来
の
共
鳴
。 

鎮
魂
歌
よ
届
け
。
悲
し
み
の
過
去
に
。 

命
よ
響
け
。
生
き
ゆ
く
未
来
に
。 

私
は
今
を
、
生
き
て
い
く
。 

 

 沖縄全戦没者追悼式、中学 3年の相良倫子（りんこ）さんが、詩の朗読を行いました。6分か 7分、

一度も原稿を見ずに感情豊かに、美しい沖縄を、焦土と化した恐ろしい戦火の様子を、未来への誓い

を見事に詠い上げました。 

 その全文を掲載します。 

 新潟県長岡市の花火のこと                 元井 茂 

 毎年 8月 2・3日に信濃川河川敷で大花火大会が開催されます。日にちが決まっているのには理由がありま

す。1945年 8月 1日午後 10時にアメリカ軍の空襲があり、長岡市は甚大な被害と多数の死傷者を出しまし

た。戦後の復興と死者への鎮魂と慰霊、何より平和を祈願する思いから 1947年に復活し、現在に至っていま

す。観光としての見せる花火は本来の目的ではないのですが、多くの人たちに趣旨を理解してもらい、花火

そのものに感動してもらえるのなら、開催の意義は達成されます。約 2 時間の打ち上げ花火でそれぞれに特

徴がありますが、放浪の画家・山下清が遺した言葉を深く味わってもらいたいものです。 

「みんなが爆弾なんかつくらないで、きれいな花火ばかりつくっていたら、      

きっと戦争なんて起きなかったんだな」 

平和の象徴こそ花火なんだと思います。いつまでも花火大会が続くことを願っています。 

 



    

 

沖縄慰霊の日 平和の詩「生きる」 

   浦添市立湊川中３年 相良倫子さん  

 

生
き
る 

 

私
は
、
生
き
て
い
る
。 

マ
ン
ト
ル
の
熱
を
伝
え
る
大
地
を
踏
み
し
め
、 

心
地
よ
い
湿
気
を
孕
ん
だ
風
を
全
身
に
受
け
、 

草
の
匂
い
を
鼻
孔
に
感
じ
、 

遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
潮
騒
に
耳
を
傾
け
て
。 

 

私
は
今
、
生
き
て
い
る
。 

 

私
の
生
き
る
こ
の
島
は
、 

何
と
美
し
い
島
だ
ろ
う
。 

青
く
輝
く
海
、 

岩
に
打
ち
寄
せ
し
ぶ
き
を
上
げ
て
光
る
波
、 

山
羊
の
嘶
き
、 

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、 

畑
に
続
く
小
道
、 

萌
え
出
づ
る
山
の
緑
、 

優
し
い
三
線
の
響
き
、 

照
り
つ
け
る
太
陽
の
光
。 

 

私
は
な
ん
と
美
し
い
島
に
、 

生
ま
れ
育
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

あ
り
っ
た
け
の
私
の
感
覚
器
で
、
感
受
性
で
、 

島
を
感
じ
る
。
心
が
じ
わ
り
と
熱
く
な
る
。 

 

私
は
こ
の
瞬
間
を
、
生
き
て
い
る
。 

 

こ
の
瞬
間 

の
愛
お
し
さ
が 

今
と
言
う
安
ら
ぎ
と
な
り 

私
の
中
に
広
が
り
ゆ
く
。 

 

た
ま
ら
な
く
込
み
上
げ
る
こ
の
気
持
ち
を 

ど
う
表
現
し
よ
う
。 

摩
文
仁
の
丘
。
眼
下
に
広
が
る
穏
や
か
な
海
。 

悲
し
く
て
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
こ
の
島
の

全
て
。 

私
は
手
を
強
く
握
り
、
誓
う
。 

奪
わ
れ
た
命
に
想
い
を
馳
せ
て
、 

心
か
ら
、
誓
う
。 

 

私
が
生
き
て
い
る
限
り
、 

こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
命
を
犠
牲
に
し
た
戦
争

を
、
絶
対
に
許
さ
な
い
こ
と
を
。 

も
う
二
度
と
過
去
を
未
来
に
し
な
い
こ
と
。 

全
て
の
人
間
が
、
国
境
を
越
え
、
人
種
を
越
え
、
宗

教
を
越
え
、
あ
ら
ゆ
る
利
害
を
越
え
て
、
平
和
で
あ

る
世
界
を
目
指
す
こ
と
。 

生
き
る
事
、
命
を
大
切
に
で
き
る
こ
と
を
、 

誰
か
ら
も
侵
さ
れ
な
い
世
界
を
創
る
こ
と
。 

平
和
を
創
造
す
る
努
力
を
、
厭
わ
な
い
こ
と
を
。 

 

あ
な
た
も
、
感
じ
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
島
の
美
し
さ
を
。 

あ
な
た
も
、
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
島
の
悲
し
み
を
。 

そ
し
て
、
あ
な
た
も
、 

私
と
同
じ
こ
の
瞬
間
（
と
き
）
を 

一
緒
に
生
き
て
い
る
の
だ
。 

 

今
を
一
緒
に
、
生
き
て
い
る
の
だ
。 

だ
か
ら
、
き
っ
と
わ
か
る
は
ず
な
ん
だ 

戦
争
の
無
意
味
さ
を
。
本
当
の
平
和
を
。 

頭
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
の
心
で
。 

  

  鎮魂慰霊の花火「白菊」     長岡花火の象徴「正三尺玉」     復興祈願の花火「フェニックス」 

  （最初に打ち上げます）     （手前は長生橋）          （中越地震と水害からの復興） 
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